
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
回
）

「在あ
り

千ち

潟が
た

」

在
千
潟

あ
り
慰

な
ぐ
さ

め
て

行
か
め
ど
も

家
な
る
妹
い

い
ぶ
か
し
み
せ
む

巻
十
二
―
３
１
６
１

作
者

未

詳

（
解
説
）「
在
千
潟
の
こ
の
す
ぐ
れ
た
景
色
を
眺
め
て
、
心
を
慰
め
な
が
ら
行
き
た
い
と
思
う
が
家

に
留
守
居
を
し
て
い
る
妻
が
さ
び
し
が
っ
て
私
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
、

旅
行
中
に
家
に
居
る
妻
を
思
っ
て
、
在
千
潟
の
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
景
色
も
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
は
お

ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

・
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
在
千
潟
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
が
全
国
に
い
く
つ
か
あ
る
が
、

一
説
と
し
て
福
岡
県
福
津
市
在あ

ら

自じ

が
【
筑
前
国
続
風
土
記
】
に
は
「
荒
司
村(

現
・
在
自)
の
北
、
津

屋
崎
（
在
自
の
海
岸
側
）
の
間
は
昔
は
潟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
【
有
（
在
）
千
潟
】
と
い
う
、
近
年

田
と
な
る
、
そ
の
間
に
唐
坊
と
い
う
宿
場
が
あ
っ
た
。
上
方

か
み
が
た

へ
行
く
大
道
が
あ
っ
た
と
い
う
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
郡
（
村
）
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
【
和
名
抄
】
に
福
津
市
在
自
は
、
古
代

に
は
荒あ

ら

自
郷

じ
の
さ
と

と
呼
ば
れ
た
所
で
こ
の
部
落
の
西
部
一
帯
は
か
っ
て
は
入
江
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
福
津
市
は
こ
の
「
在
千
潟
」
の
万
葉
歌
碑
の
説
明
板
に
は
「
在
自
参

考
地
」
と
記
し
て
い
る
。

・
在
自

あ

ら

じ

の
所
在
す
る
福
津
市
は
福
岡
県
の
北
西
部
に
位
置
し
玄
界
灘
を
望
む
福
岡
市
と
北
九
州
市
の



中
間
部
に
あ
り
東
部
を
山
、
西
部
を
海
に
囲
ま
れ
た
地
に
あ
る
が
特
に
海
岸
一
帯
と
創
建
が
約
千
六

百
年
前
と
伝
え
ら
れ
る
福
岡
県
内
で
有
数
の
古
社
「
宮
地

み

や

じ

嶽だ
け

神
社
」
が
南
麓
に
鎮
座
す
る
宮
地
岳
と

そ
の
北
側
に
連
な
る
「
在
自
山

あ
ら
じ
や
ま

」
等
周
辺
の
山
林
が
、
昭
和
三
十
一
（
１
９
５
６
）
年
に
玄
海
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
風
光
明
媚
な
自
然
景
観
を
形
成
し
て
い
る
地
で
あ
る
。

（
写
生
地
１
）
こ
の
万
葉
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
在
千
潟
」
の
推
定
地
で
あ
る
福
津
市
在
自
は
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
本
線
「
福
間
駅
」
か
ら
北
へ
約
３
ｋ
ｍ
離
れ
た
地
に
あ
る
「
在
自
山
（
標
高
２
４
９
ｍ
）
の
西

麓
に
約
７
０
戸
の
家
屋
と
田
畑
が
広
が
る
、
の
ど
か
な
農
村
地
帯
で
あ
る
。
在
自
集
落
の
東
に
そ
び

え
る
「
在
自
山
」
と
麓
の
集
落
を
描
く
。（
池
田
杏
花
）

・
福
津
市
教
育
委
員
会
作
成
の
古
代
の
地
形
推
定
図
に
は
現
在
の
玄
界
灘
に
面
す
る
海
岸
部
よ
り
約

３
ｋ
ｍ
内
陸
部
に
入
っ
た
昔
の
荒
自
郷
（
現
・
在
自
）
の
一
帯
に
東
南
に
向
か
っ
て
約
６
ｋ
ｍ
に
わ



た
り
万
葉
集
で
詠
わ
れ
た
「
在
千
潟
」
に
推
定
さ
れ
て
い
る
大
き
な
旧
・
入
り
海
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
続
風
土
記
に
あ
る
「
唐
坊
の
宿
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
人
の
居
住
地
が
在
自
内
に
遺
跡
と
し
て

残
る
。

・
さ
ら
に
「
上
方
へ
行
く
大
道
が
あ
っ
た
と
い
う
」
こ
と
に
つ
い
て
は
天
平
二
（
７
３
０
）
年
大
宰

だ
ざ
い
の

帥そ
ち

（
大
宰
府
長
官
）
と
し
て
九
州
・
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
大
伴
旅
人

お
お
と
も
の
た
び
と

が
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て

京
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
家
族
や
そ
ば
勤
め
の
者
た
ち
は
旅
人
と
は
別
に
、
そ
の
年
の
十
一
月

に
一
足
先
に
大
宰
府
か
ら
京
へ
向
け
出
発
し
た
。
一
行
が
、
こ
の
在
自
地
区
を
過
ぎ
た
北
東
約
４
ｋ

ｍ
先
に
あ
る
名
児
山
（
現
・
福
津
市
勝
浦
）
を
越
え
る
時
に
、
一
行
の
中
に
い
た
旅
人
の
妹
で
、
旅

人
に
従
っ
て
九
州
に
き
て
い
た
女
流
万
葉
歌
人
・
大
伴
坂

上

郎

女

さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め

が
「
名
児
山
」「（
巻
六
―
９
６

３
）
」
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
在
自
の
近
く
に
は
都
と
大
宰
府
を
結
ぶ
官
道
が
通
じ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
一
行
も
こ
の
歌
に
あ
る
在
千
潟
の
風
光
明
媚
な
景
色
を
見

な
が
ら
名
児
山
へ
向
か
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

・
な
お
、
古
く
か
ら
こ
の
地
域
一
帯
に
は
多
く
の
古
墳
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
、
以
前
の

姿
を
残
す
古
墳
は
６
０
基
あ
る
貴
重
な
古
墳
群
で
「
津
屋
崎
古
墳
群
」
と
呼
ば
れ
る
国
指
定
史
跡
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方
は
古
代
に
は
大

変
栄
え
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
参
考
文
献
）
滝
口
弘
著
「
九
州
の
万
葉
」
福
津
市
「
津
屋
崎
古
墳
群
」「
第
日
本
地
名
辞
書
」
な
ど

（
写
生
地
２
）
宮
地
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
宮
地
岳
の
北
に
隣
接
す
る
在
自
山
の
西
麓
に
「
続
風
土
記
」

に
記
さ
れ
る
古
代
に
「
在
千
潟
」
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
荒
自
集
落
と
周
囲
に
広
が
る
田
を
描
く
。

背
景
に
は
福
津
市
の
西
の
端
、
玄
界
灘
に
面
す
る
渡
半
島
に
あ
り
、
山
全
体
が
玄
界
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
大
峰
山
（
標
高
１
１
４
ｍ
）」
を
描
く
。

（
池
田
杏
花
）



【
在
千
潟
推
定(

在
自)

位
置
図
】


